
平和への誓い「伝えたい 平和への願い」 
 

去年の夏、父が 1 枚の写真を見せてくれた。写真には、ぼくより小さい男の子が赤ちゃん

を背負って立っていた。写真の説明を読んでみると、ローマ法王が『戦争がもたらすもの』と

いうメッセージをつけて各国に配ったものだとわかった。この写真は、長崎に原爆が落とされ

た後にとられ、男の子は亡くなった弟を焼いてもらうために、唇をかみしめながら順番を待っ

ていたのだ。ぼくは、人が亡くなったり悲しんだりする話は好きではない。けれど、この写真を

見て戦争のことを知りたくなり、米澤鐡志さんの本を手に取った。 

米澤さんは、広島でお母さんと満員電車に乗っているときに被爆したが、鋼鉄製の電車の

真ん中の方にいたから奇跡的に助かった。しかし、本の中には、ガラスでけがをした人や大

やけどをした人、動けない人など、信じられない光景がたくさん出てきた。 

原爆の恐ろしさはそれだけではなかった。米澤さんは、少したってから髪の毛が全部抜け

てしまった。出血や高熱が続き、苦しくて死んだほうがましだと思ったそうだ。さらに、被爆し

てから 1 ヶ月後、お母さんが亡くなった。2 歳の妹もお母さんの母乳を飲んでいたために亡く

なった。ぼくは、原爆には『放射能』という目に見えない恐ろしいものがあることを知った。 

ぼくが戦争の本を読んでいることをおじいちゃんに話すと、亡くなった大きいおじいちゃん

の話をしてくれた。大きいおじいちゃんは戦争中、広島の陸軍にいた。しかし、原爆が落とさ

れる 4か月前に出雲に帰って来たそうだ。もしも、そのまま広島にいたら、おじいちゃんもお父

さんもぼくも、今この世に存在していなかったかもしれない。 

お母さん方の大きいおじいちゃんは、原爆が落ちた少し後に広島に行ったそうだ。だけど、

その時のことをほとんど話さなかったらしい。「ひどすぎて家族にも話したくなかったんじゃな

いかな。」とおじいちゃんは言った。 



戦争は、遠い昔に遠い世界で起きたことだと思っていた。しかし、僕の身近なところにも戦

争はあった。ぼくはそれまで戦争に関する本やテレビは見ないようにしていた。けれど、辛い

ことだとしても知らないといけないと思った。 

6 年生になって、地域にお住いの永見壽榮子さんから戦争中の稗原のお話を聴いた。戦

争中は、稗原小学校に軍隊があったこと、校庭はサツマイモ畑になっていたこと、女性も訓

練を受けていたこと、明かりが漏れないように暮らしていたこと等、永見さんの経験は、今の

稗原からは想像もできないことだった。「勉強したくてもできなかった。」「楽しいことは少なか

った。」と永見さんは言われた。 

新型コロナウイルスで学校がお休みになって「早く学校に行きたい。」と思ったが、戦争中

の人は、ぼくの何倍もがまんしていたと思う。今、当たり前に学校で勉強ができること、楽しく

生活できることに、感謝したいと思った。 

永見さんのお兄さん３人が戦死されたというお話を聴いて、ぼくにはその辛さが全部はわ

からないけど改めて戦争はおそろしくて悲しいものだとわかった。そして、恵まれているぼく

たちは精一杯生きないといけないと思った。「絶対に戦争はしてはいけない。」と何度も繰り

返された永見さんの言葉が強く心に響いた。 

平和学習は、12 月の修学旅行まで続く。ぼくは、戦争についてもっとくわしく調べていきた

い。そして、戦争の悲惨さと平和のありがたさ、永見さんから聞いた「絶対に戦争はしてはい

けない」という『平和への願い』をぼくの周りの人に語り継いでいきたい。戦争のない、平和な

世界を創っていくために。 
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